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埋蔵文化財包蔵地
　　　朝比奈城山

朝比奈城山は、下朝比奈字杉山に所在していま
す。牧之原台地が下朝比奈字南谷に向かって張り
出した尾根先端に築かれた平山城で、本

ほんぐるわ
曲輪の標

高は85㍍、地元では単に城山と呼ばれています。
朝比奈城山には、本曲輪を中心に４カ所の小さ
な曲輪があり、尾根を切断する堀切も４カ所確認
できます。北側の麓部分には土塁で囲まれた屋敷
跡があり、高天神衆の一人曽根孫太夫長一の屋敷
と伝えられている曽根屋敷跡が所在していること
から、朝比奈の城山はその詰の城として構築され
たものと考えられます。
曽根孫太夫長一は、第一次・第二次の高天神城
の戦いのとき、本丸の守備についていた寄

より　こ
子と呼

ばれる部将です。普段は朝比奈の自分の屋敷に住
み、屋敷周辺の田畑を経営し、こうした戦いのと
きに、寄

より
親
おや
である高天神城主の小笠原氏

うじ
助
すけ
のもと

に駆け付けました。
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